
第４１回全日本中国語スピーチコンテスト 

千葉県大会開催要綱（スピーチの部） 

千葉県日中友好協会 

千葉県中国語学習連絡会 

 

 

１．開催日時・場所 

日時： ２０２３年１０月２９日（日）１３時００分受付開始、１３時３０分開催 

   場所： 千葉市民会館（特別会議室２） 

 

２．主催   

   千葉県日中友好協会と、千葉県中国語学習連絡会が共催にて開催 

 

３．参加資格者 

   千葉県に在住又は通勤・通学する者。また高校生・大学生の場合日本の学校に在学中の

者。 

但し、以下の条項に当てはまる者は全国大会に出場できない。 

（１） 日本国籍を有しない者。 

（２） 中国語を母国語とする者及び中国を母語として学んだ経験のある者。 

（３） 中国語を母語とする同居家族がいる者、またはいた者。 

（４） 中国語を母語として授業を行っている学校に在学中の者、または卒業した者。 

（５） 中国語を日常語とする地域に通算１３ヶ月以上滞在したことのある者。 （ただし

オンライン留学は除く） 

（６） 業務として中国語を日常的に使用したことのある者、または現在している者。 

（７） 過去、全国大会において優勝した者。 

 

４．参加費 

    １人 １，０００円  当日納入 

５．開催方法 

（１）「テーマ」は自由、自分の主張を中国語で行う。（長さは５分以内とする。） 

（２）参加者は下記の３クラスとする。 

   ①大学生の部   ②高校生の部   ③一般の部 

 

６．応募方法 

  （１）参加者は別に定める用紙により、住所・氏名・電話・職業・年齢・所属及び      

「テーマ」を明記して１０月１３日（金）（必着）までに、千葉県日中友好協会事務局

宛に提出する。（メール申込みも可）ただし原稿については１０月２０日（金）迄とす

る。 

  （２）発表に使用する原稿を中国語と日本語で、A４横書き１，２００文字程度にまとめ

たものを、申込書に添付して提出する。(メール受け付け可 

アドレス jcfa-chiba@amail.plala.or.jp） 

  （３）申し込み受付は先着順とし、会場の都合により応募者４０名（朗読の部と合わせて）

で締切とする。ご了承願います。 

 



７．表彰 

入賞はクラス別とし、次の賞を贈り表彰とする。 

千葉県知事賞・千葉県日中友好協会会長賞・千葉県議会議長賞・千葉日報社社長賞 

（公財）ちば国際コンベンションビューロー代表理事賞・千葉市長賞・銚子市長賞・市川市長賞 

船橋市長賞・柏市長・成田市長賞・八街市長賞・佐倉市長賞・四街道市長賞 

東金市長賞・千葉県中国語連絡会会長賞・奨励賞 

・ 参加者全員に参加賞を贈る。 

・ スピーチの部「大学生の部」１位入賞者は千葉県知事賞とし、また「高校生の部」１位入

賞者は千葉県議会議長賞、「一般の部」１位入賞者は千葉県日中友好協会会長賞とし、全国

大会に参加資格を持つ。 

 

８．審査委員 

・次の方に審査委員を委託する。─── 陸 開屏先生・王 寒笑先生・若林慶三先生 

・ 審査の基準は審査委員会で決定する。 

・ 発表終了後、各人に対して審査委員による質疑応答を１分以内で行う。 

 

９．その他 

  全国大会の開催は２０２４年１月７日（日）  於日中友好会館 

   

 

 参考 

・１９９２年 千葉県代表者が入賞、中国旅行招待の実績をもつ。 

・１９９５年    〃    高校生が国際交流フォーラム賞 

・２００２年 山本めぐみさん優勝 

・２００３年 森清美さん第２位 

・２００４年 桑山怜子さん第２位 

・２００５年  島田悠里さん第４位 

・２００７年  日高知恵実さん第２位 

・２０１０年 中村理沙さん第２位 

・２０１４年 白井絢奈さん優勝（高校生・一般の部） 

・２０１５年 高杉健汰さん第３位（大学生の部） 

・２０１６年 加藤一樹さん第２位（高校生の部） 

・２０１８年 大谷花林さん第２位（大学生の部） 

・２０１９年 畔蒜香純さん第２位（大学生の部） 

・２０２０年 萩原悠斗さん第３位（大学生の部） 内山瑠胡花さん第２位（高校生の部） 

・２０２１年 岩佐菜々子さん優勝（大学生の部） 池田真也さん第３位（一般の部） 

・２０２２年 出地佑希さん第２位（大学生の部） 若林祐那さん第２位（一般の部） 

・２０２３年 細川詩織さん第１位（大学生の部） 

   

（３）書類の提出先 

       千葉県日中友好協会事務局 

       〒260-0021 千葉市中央区新宿 1-5-8 中村会計ビル３階 

                  TEL  043-301-8138  

                  FAX  043-238-4163 

                  アドレス jcfa-chiba@amail.plala.or.jp 

mailto:jcfa-chiba@amail.plala.or.jp


第４１回全日本中国語スピーチコンテスト 

千葉県大会開催要綱（朗読の部） 

千葉県日中友好協会 

千葉県中国語学習連絡会 

 

６．開催日時・場所 

日時： ２０２２年１０月２９日（日） 

午前の部（大学生・一般の部） ９時３０分受付開始 １０時００開催    

   午後の部（高校生の部）    １３時００分受付開始 １３時３０分開催 

場所： 千葉市民会館（特別会議室２） 

 

７．主催   

   千葉県日中友好協会と、千葉県中国語学習連絡会が共催にて開催 

 

８．参加資格者 

   千葉県に在住又は通勤・通学する者。また学生の場合日本の学校に在学中の者。 

   但し、以下の条項に当てはまる者は全国大会に出場できない。 

（８） 日本国籍を有しない者。 

（９） 中国語を母語とする者及び中国語を母語として学んだ経験のある者。 

（１０） 中国語を母語とする同居家族がいる者、またはいた者。 

（１１） 中国語を母語として授業を行っている学校に在学中の者、または卒業した者。 

（１２） 中国語を日常的に業務上･生活上で使用したことのある者、または現在使用

している者。 

（１３） 中国語を日常語とする地域に継続１ヶ月以上滞在（含・留学）したことのあ

る者。 ただしオンライン留学は含まない。 

（１４） 学校において中国語を学科専攻している者の内（過去に専攻していた者も含

む）で学習期間２年を超えている者。それ以外の者の内（第二外国語、中国語教室、

独学）で学習期間４年を超えている者。ただし６０歳以上で中国語学習を始めた者

は学習期間を問わない。 

 

９．参加費 

    １人 １，０００円  当日納入 

 

１０． 開催方法 

（１）提供された部門別の「テーマ」により朗読または暗唱を行う。 

（２）参加者は下記の 3 クラス別とする。 

   ①中学生・高校生の部     

   ②大学生・大学院生の部（専門学校生含む） 

   ③一般の部（上記①②以外の者） 

 

６．応募方法 

  （１）参加者は別に定める用紙により、住所・氏名・電話・職業・年齢・所属を明記して

１０月１３日（金）（必着）までに、千葉県日中友好協会事務局宛に提出する。 

  （２）申し込み受付は先着順とし、会場の都合により応募者４０名（スピーチの部と合わ



せて）で締切とする。ご了承願います。 

 

７．表彰 

  入賞はクラス別とし、次の賞を贈り表彰とする。 

千葉日報社社長賞・（公財）ちば国際コンベンションビューロー代表理事賞・千葉市長賞 

銚子市長賞・市川市長賞・船橋市長賞・柏市長・成田市長賞・八街市長賞 

四街道市長賞・佐倉市長賞・東金市長賞・千葉県中国語連絡会会長賞・奨励賞 

 

 

 

・ 参加者全員に参加賞を贈る。 

・ 優秀者（入選者）は音源審査による朗読発表会に参加資格を持つ。 

 

 

８．審査委員 

    ・次の方に審査委員を委託する。─── 陸 開屏先生・王 寒笑先生・若林慶三先生 

・ 審査の基準は審査委員会で決定する。 

 

９．その他 

  （１）朗読発表会の開催は２０２４年１月７日（日）  於日中友好会館 

（スピーチコンテストの休憩時間を使って発表と表彰を行う） 

  （２）入賞者には賞状・記念品を授与する。 

 

 参考 

・２００９年 第２６回大会より「朗読の部」開始 北林実玖さん全国大会に出場 

・２０１０年 坂田大知さん（中学･高校生の部）優秀賞 

・２０１１年 鈴木唯さん(中学･高校生の部) 優秀賞 

斉藤淑子さん(一般の部) 優秀賞 

・２０１２年 柴田翔哉さん(中学・高校生の部) 優秀賞 

・２０１４年 笛吹日和さん（中学･高校生の部）橋本裕美子さん（一般の部）優秀賞 

・２０１５年 畔蒜香純さん（大学生の部）山崎幸子さん（一般の部）優秀賞 

・２０１８年 海野倭さん（中学・高校生の部）木内慶子さん（一般の部）優秀賞 

・２０２１年 米田海音さん（大学生の部）優秀賞 

・２０２２年 大久保怜さん（中学・高校生の部）最優秀賞 

・２０２３年 佐藤 音羽さん（大学生の部）吉村 佳穂さん（一般の部）優秀賞 

 

 

 

  （３）書類の提出先 

       千葉県日中友好協会事務局 

       〒260-0021 千葉市中央区新宿 1-5-8 中村会計ビル３階 

                  TEL  043-301-8138 

                  FAX  043-238-4163 

                  アドレス jcfa-chiba@amail.plala.or.jp 

 



第 41回全日本中国語スピーチコンテスト 

朗読課題文 

【中学生・高校生の部】 

 

≪会打字不会写字≫ 

 

 随着电脑的普及，人们越来越习惯打字，用手写字的能力大大下降，很多人已经变成会

打字而不会写字了。现在，尽管小学生和中学生在老师的要求下还会练习写字，但到了大学

和参加工作以后，大部分人就不再用笔写字，而改用电脑打字了。 

用电脑打字实在太方便了，比如，很多四个字的成语，用拼音输入，只需要打4个字母，

一两秒就可以打出来，又快又准确。但就是因为太方便了，人们就不再注意这些字到底怎么

写，时间一长，当然就不会写了。提笔忘字，已经成了年轻电脑族的家常便饭。 

 傅由 编著《发展汉语》第二版 中级听力（I）北京语言大学出版社 

※一部字句改変 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 41回全日本中国語スピーチコンテスト 

朗読課題文 

【大学生・院生の部】 

 

≪没有电子邮箱≫ 

 

有一个失业的年轻人，到一家电脑公司去应聘一份清洁工的工作。面试以后，公司告诉

他，他被录取了。 

“请你把你的电子邮箱告诉我们，这样才方便跟你联系。”年轻人说：“我没有电脑，

所以也没有电子邮箱。”公司告诉他：“对我们来说，没有电子邮箱的人等于不存在的人，

所以我们不能聘用你。” 

他失望地离开了这家电脑公司，这时他口袋里只有10块钱。他来到市场买了10公斤土豆，

挨家挨户地去推销。两个小时后土豆卖光了，他赚了5块钱。 

他从来没想过自己竟然可以这样挣钱。于是，他继续推销土豆，业务不断增加，挣的钱

越来越多。短短五年以后，他成立了一个非常大的“挨家挨户”销售公司，用便宜的价格，

把新鲜蔬菜和水果送到客户的家门口。 

保险公司找到他，要为他和家人设计一套保险，他同意了。签合同时，保险公司的人向

他要电子邮箱。他不得不再次说：“我没有电脑，也没有电子邮箱。”保险公司的人很吃惊：

“您有这么大一个公司，却没有电子邮箱。想想看，如果您有电脑和电子邮箱的话，可以多

做多少事情啊！” 

他轻轻一笑，说：“那样的话，我就会成为电脑公司的清洁工。” 

 

傅由 编著《发展汉语》第二版 中级听力（I）北京语言大学出版社 

※一部字句改変 



第 41回全日本中国語スピーチコンテスト 

朗読課題文 

【一般の部】 

 

≪经验丰富≫ 

 

在一家高档餐厅里，人们正在用餐。突然一个人焦急地大声叫嚷：“天哪！我儿子噎着

了，他吞下了一枚硬币，有谁能帮帮他？求求大家，帮帮我儿子！” 

“我来！”一个坐在附近餐桌的男子站了起来，稳步向孩子走去，脸上没有丝毫慌乱的

神色。他用右手捏住孩子的腮帮子，孩子的嘴立刻就张得大大的，然后再用左手绕住孩子的

下腹，狠狠地收拢胳膊一勒，“当”的一声，硬币从孩子嘴里蹦了出来。完成了这一系列熟

练潇洒的动作后，他泰然自若地走回自己的餐桌接着用餐，仿佛一切都没发生过，在场的人

都看呆了。 

半晌，孩子的父亲才回过神来，万分感激地走到恩人面前：“太谢谢您啦！没有您，会

有什么结局，我想都不敢想。幸亏遇见了您……您一定是一位经验丰富的儿科大夫吧？” 

“不，我在税务局工作。 

 

https://www.xigushi.com/ymgs/15118.html 

※一部字句改変 

https://www.xigushi.com/ymgs/15118.html


第４１回全日本中国語スピーチコンテスト千葉県大会 

 

参 加 申 込 書 

 

（ふりがな） 

 

１．氏 名                        年 齢          

  

                            （男  ・  女  ） 

 

２．所属団体 （学校名等）                           

 

 

３．住 所                                   

 

    電 話           （携 帯）                  

 

 

４．職 業                    （中国語学習暦    年）               

 

 

５．コース（下記のコースから選んで○で囲んでください。朗読の部は 

①～③のいずれかを選択してください。） 

 

  ・朗読の部  （課題のテキストの朗読または暗唱） 

            ①中学生･高校生の部 

            ②大学生･大学院生の部 

            ③一般の部 

 

   ・スピーチの部  （自分の主張を中国語で） 

 

 

６．スピーチ題名(スピーチの部のみ) 

 

 

    （中国語）                               

 

 

    （日本語）                               

 


